
赤十字募金について



自治会にお願いしていること

例年、９月に赤十字活動資金への募金をお願いしています

この募金は、国内義援金・海外救援金とは別の募金です



赤十字活動資金とは・・・

被災地での災害救護活動をはじめとする、赤十字の「救う」活動の資金です。

災害時の被災者救護活動、救援物資の備蓄、
感染症の拡大予防対応、防災の普及啓発、
ボランティア育成などの活動の資金 … などに活用されています。



寄付でできる一例

２,０００円の寄付

避難所で配布する毛布を
１人分備えられます

３,０００円の寄付

避難所で配布する安眠セット
（キャンピングマット、枕、
アイマスク）１組分備えられ
ます

１,２００円の寄付

被災者に配布する救急セット
（マスク、ウェットティッシュ、
ラジオ、懐中電灯、歯ブラシ）
が１人分備えられます



なぜ、赤十字は募金をつのるのか

そういう活動こそ、税金でやる
べきじゃないの？？

※ よくある質問



赤十字の成り立ち

イタリア統一戦争の際、４万人の死負傷者が打ち捨てられていた。
地域の住民とともに、スイスの実業家であったアンリ・デュナンが救護活動に参加した。
その経験を本で出版し、人道支援組織の必要性を訴え、赤十字思想を提唱した。

１ 戦場の負傷者・病人は、敵味方の差別なく救護すること
２ そのための救護団体は、平時から各国に組織すること
３ この目的のために、国際的な条約を締結しておくこと

１８６４年 ジュネーブ条約（赤十字条約） 国際的赤十字組織の誕生



東日本大震災シリア内戦



紛争時だけでなく、災害時にも活動するようになりました。

敵味方差別なく救うため、

どの国や地域からも独立し、中立的に活動するために、

その活動資金は税金ではなく、地域住民の寄付でまかなわれています。



流山市内の自治会や、企業などからお預かりした赤十字活動資金の寄付については、
日本赤十字社千葉県支部にいったん集められます。
そして、集めた市町村に対し、１割～２割程度の金額が支給され、
赤十字活動普及や、赤十字奉仕団（ボランティア）活動等に活用されています。
令和７年度、流山市では緊急避難住宅整備や、救急法講習会の開催、市民まつりの出展などに活用しました。

流山市赤十字奉仕団では、救急法講習会や、避難所生活での体温低下を防ぐ工夫をお伝えするなど、
自治会の防災訓練などで協力できることもあるかと思います。興味があればぜひお問合せください。

令和７年１０月２６日 市民まつり
流山市赤十字奉仕団



義援金について

赤十字活動資金とは別会計になっています。
義援金としてお預かりした場合、１円残らず、現地の被災者へ送られます。

被災した方々が生活を再建するには、長い時間が必要です。

日本赤十字社では、国内義援金・海外救援金と、国内外を区別して、つのっています。
能登半島地震、能登半島大雨など、今も義援金活動を続けています。

自治会などから、
義援金・救援金の申し出があった場合、
市役所でいったん預かり、日本赤十字社へ送ります。
ぜひお声がけください。



ご清聴ありがとうございました

皆さまのご理解・ご協力をお願いします

日本赤十字社
公式マスコット・キャラクター
ハートラちゃん


